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概要 
（100～150 字程度） 

中枢神経系の慢性炎症疾患について、臨床的見地と村上教授の非免

疫細胞を対象とする基礎的知見との融合によって、マウスの研究か

らヒトへの橋渡し研究を行い、将来的な創薬に繋げていくことを目

的とする。 
研究目的 
（300 字程度） 

多発性硬化症を含め中枢神経系に慢性炎症を伴う疾患は、現在にお

いても詳細な分子機構ならび根本的な治療法は確立されていない。

申請者はこれまで多発性硬化症など中枢神経系疾患の発症機序の

解明のため、多くの臨床検体を取り扱ってきた。共同研究先として

提案している分子神経免疫学分野村上教授は、非免疫細胞による炎

症誘導機構「炎症回路」、さらに神経系による炎症制御機構「ゲー

トウェイ反射」を発見しており、この両機構が多発性硬化症モデル

において病態形成に必須であることを報告している。本提案では、

臨床検体を用いて、分子炎症回路およびゲートウェイ反射の存在証

拠を得ることで、マウスの研究からヒトへの橋渡し研究を行い、将

来的に創薬に繋げることを目的とする。 
研究内容・成果 
（1000 字程度） 

申請者が保管する多発性硬化症患者などの中枢神経系疾患の病理

組織を用いて、炎症回路、ゲートウェイ反射の存在を解析するため、

共同研究先である分子神経免疫学分野に設置してあるマクロトー

ムやレーザーマイクロダイセクションを使用する。本機器を用いて

切片を作製することで、より広範囲、多種細胞での解析が可能とな

り、研究推進を加速することが可能となる。さらに炎症部位での炎

症回路、ゲートウェイ反射が同定された際には、病理切片を用いて、

レーザーマイクロダイセクションを実施し、RNA-seq を行うこと

で、病態に重要なシグナル経路、分子群を網羅的に同定する。また、

得られた分子の機能的解析は、中和抗体等を用いてマウスでの実験

を実施し、その有用性を検討することで創薬標的を抽出する。当研



究室で所持する様々な臨床検体を炎症回路、ゲートウェイ反射とい

う視点から解析することで、これらの概念の橋渡し研究が可能とな

り、多発性硬化症をはじめとする中枢神経系疾患の病態解明および

治療法の新規標的の取得が期待できる。上記の共同研究のために、

平成 30 年 12 月 3 日に遺伝子病制御研究所を訪問し、多発性硬化症

などの中枢神経系疾患の臨床的知見について教室内セミナーを行

い、また共同研究についてディスカッションや免疫染色についての

アドバイスを行った。 
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